











































































































































































































































































































































































































   進路への意識・意欲を高めるために行ったことは、最初の段階は、形から入
ることによって、「見える化」を図ったことである。
5. 1.　意識・意欲を高めるために
   ２年生の３学期の前半の総合的な学習の時間では、履歴書の作成、面接指導、
学力テスト、進路ガイダンスの指導等を行った。ここでは、生徒の意識・意欲
を短期で急速に高めるとともに、人間関係形成能力の自他の理解能力とコミュ























































   　出題領域がかなり広いため、漢字が苦手なものなど、生徒の不得手分野が
わかるとともに、何度受けても、生徒にとって恥ずかしさを感ずることが少
なくなるようにした。



































 　　 （参考：1 特定の商品、2 経済・お金、3 経営・サービス、4 情報・メデ 
ィア、5 農林水産、6 法律、7 文化・国際・外語、8 人間関係、9 自然・ 
環境、10 福祉・安全、11 子供・教育、12 食べ物・料理、13 医療・健康、
14 科学・化学・生物、15 数学・物理、16 エネルギー、17 機械・乗り
物、18 コンピュータ、19 建築・家具、20 ファッション、21 音楽・芸術、









 　　 （参考：1 作る・加工する、2 売る、3 仕入れる、4 操作する、5 動かす・ 
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扱う、　6 調査・分析する、7 企画・創造する、8 研究開発する、9 指導・ 
教える、10 世話・助ける、11 相談にのる、12 人と話をする、 13 紹介・
つなぐ、14 管理する、15 整理する、16 守る、17 調整する、18 書く・
伝える、19 広告する、20 楽しませる、21 運用・増やす、22 直す・修
理する、23 改善・解決する、24 算出する、25 交渉する、26 保証・保
障する、27 貸す、28 運ぶ）





　　　（参考：1 設計・製造・製作等、2 店頭販売・通信販売・営業等、3 購買・ 
入荷・貿易業務等、4 データ処理・操縦・演奏・撮影等、5 在庫管理・ 
運輸・現場監督等、6 取材・検査・マーケティング等、7 企画立案・販 
売促進・デザイン等、8 実験・商品開発・新規事業開発等、9 人事研修・ 




シフト管理・予算管理等、18 書類作成・書記・報道等、19 広報・ 宣伝等、
20 イベント制作・演奏・演出・監督等、21 財務・投資信託・トレーディ
ング等、22 メンテナンス・修理・校正等、23 経営企画・クレーム対応等、











































































































































む教育の推進について 調査研究報告書 』国立教育政策研究所 2002年
・キャリア教育の推進に関する総合的調査研究協力者会議『報告書   児童生徒
一人一人の勤労観・職業観を育てるために』文部科学省  2004年
・吉田辰雄（編著）『最新生徒指導・進路指導論』図書文化  2006年
・野々村新他（編著）『生徒指導・教育相談・進路指導』田研出版  2006年
・吉田辰雄・篠翰『進路指導・キャリア教育の理論と実践』日本文化科学社
2007年
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